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研究協力者 池田・水口・高野(印刷中)と同様であり，国立 A大学の大学生 298名(男性 106
名，女性 191名，性別不明 l名)を対象とした。対象者の学年は，学部 l年生93名.2年生57名，
3年生 133名.4年生 10名，博士課程後期 1年生 1名，研究生 1名，学年不明者3名であった。
有効回答者 水口他(印刷中)と同様で，後述の質問紙に欠損のない者 285名(男性 105名，女
性 179名，性別不明 l名)を有効回答者とした。有効回答率は 95.63%であった。
尺度構成 (1)意欲低下領域尺度(下山.1995) :全 15項目から構成される。 5件法(1.あてはま
らない-5.あてはまる)にて実施した。 (2)学校嫌い感情測定尺度(古市.1991)回全 12項目から構
成される。 5件法 (1 あてはまらない-5.あてはまる)にて実施した。 (3)脅年版心理的居場所感
































クラスタと学内外での居場所の有無によるクロス集計表を作成し，x'検定を実施した (Table5)0 X' 





α M SD SE Min Max 
意欲低下領域全体 .72 37.53 7.73 0.46 20 58 
学生生活意欲低下 .70 11.45 3.64 0.22 5 23 
授業意欲低下 .77 6.75 3.14 0.19 3 15 
学習意欲低下 .ω11.25 3.02 0.18 4 20 
注意散漫 .52 8.08 2.48 0.15 3 14 
学校嫌い感情全体 .88 24.31 7.85 0.46 12 59 
大学嫌悪 .87 21.25 6.70 0.40 10 50 
転出希求 .79 3.06 1.78 0.11 2 10 
居場所属鐙~ .96 71.73 14.05 0.83 24 1ω 
Tablc 2 
クラスタごとの意欲低下領域尺度と学校ぎらい感情尺度および青年版心理的居場所感尺度の記述統計量
転出渇求書幸(1'1=34) 不活発怠学群。=109) 大学適応群(1'1= 142) 
M SD SE Min Max M SD SE 島h 抽 x M SD SE Min地z
意欲低下領域全体 39.91 9.34 1ω 20 58 4282 5.46 0.52 32 54 32.却 5.700.48 
学生生活意欲低下 14.47 3.43 0.59 8 23 12ω293 0.28 5 20 10.23 3.64 0.31 
授業意欲低下 7.06 3.33 0.57 3 15 8.54 284 0.27 3 15 5.31 254 0.21 
学習意欲低下 11.03 3.51 O.ω 4 18 1228 240 0.23 6 19 10.52 3.11 0.26 
注意散漫 7.35 223 0.38 3 12 9.91 1.99 0.19 6 14 6.85 1.98 0.17 
学校嫌い感情全体 36.79 8.57 1.47 20 59 25.81 6.∞0.57 12 42 20.17 4.77 0.40 
大学嫌悪 29.74 8.13 1.39 12 50 2294 5.52 0.53 10 38 17.92 4.56 0.38 
転出希求 7.06 1.48 0.25 5 10 287 1.10 0.11 2 6 2.25 0.67 0.06 
居場所感壁m ω26 15.30 2.62 24 98 71.17 1204 1.15 35 1∞73.95 14.ω1.23 
Tab1e 3 
学内での場所感を従属変数とする分散分析
要因 df SS MS F p 
クラスタ 2 2630 1314.9 6.939 <.ω1 




1 < 2，1 < 3， 2 ~ 3 
学生の類型と学外での居場所の有無によるクロス集計
転出褐求群 不活発怠学群 大学適応群合計
学外居場所なし 14 45 ω 119 
学外居場所あり 20 64 82 
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